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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのセルにおいてアップリンクチャネルとダウンリンクチャネルとを使用
してユーザ装置と通信してサービスを提供する複数の無線基地局を備えた通信ネットワー
クシステムにおいて物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを自動的に調整する方
法であって、前記物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータは、物理ランダムアクセ
スチャネルと物理アップリンク共有チャネルとの間でのアップリンクリソースブロックの
配分を定義するために使用されるパラメータであり、
　前記方法は、繰り返し実行されるステップとして、
　ランダムアクセスチャネルと前記物理アップリンク共有チャネルとについて負荷の統計
値を収集する収集ステップと、
　前記統計値を使用して、単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を決定
する決定ステップであって、
　　　前記ランダムアクセスチャネルの負荷の推定値と、前記物理アップリンク共有チャ
ネルの負荷の推定値との間の比γを定義するステップと、
　　　目標閾値γtargetからオフセット値Δを減算して得られた差よりも前記比γが下回
っていれば、前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を減少させるス
テップと、
　　　前記目標閾値γtargetに前記オフセット値Δを加算して得られた和よりも前記比γ
が上回っていれば、前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を増加さ
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せるステップと、
　　　前記目標閾値γtargetから前記オフセット値Δを減算して得られた差よりも前記比
γが下回っておらず、かつ、前記目標閾値γtargetに前記オフセット値Δを加算して得ら
れた和よりも前記比γが上回っていなければ、前記単位時間当たりに必要となるランダム
アクセス機会の数を、現時点での単位時間当たりのランダムアクセス機会の数となるよう
に設定するステップと
を含む、前記決定ステップと、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む新規の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータを選択する選択ステップと、
　現在の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを前記新規の物理ランダムアクセ
スチャネル構成パラメータに置換する置換ステップと
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記収集ステップは、
　第１の所定期間中における前記ランダムアクセスチャネルの使用量を推定するステップ
と、
　前記ランダムアクセスチャネルの使用量の推定値を、前記第１の所定期間中におけるラ
ンダムアクセス機会の数で除算することで、前記ランダムアクセスチャネルの負荷を推定
するステップと、
　第２の所定期間中における前記物理アップリンク共有チャネルの使用量を推定するステ
ップと、
　前記物理アップリンク共有チャネルの使用量の推定値を、前記第２の所定期間中におい
て前記物理アップリンク共有チャネル用として利用可能なリソースブロックの数で除算す
ることで、前記物理アップリンク共有チャネルの負荷を推定するステップと
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択ステップは、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会が時間軸上で隣接セルのランダ
ムアクセス機会と重複しないように、前記物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータ
を選択するステップを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択ステップは、
　前記新規の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータに対応したサブフレームにお
ける干渉レベルを推定するステップを含み、
　前記物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータとしては、前記干渉レベルが最小と
なる物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータが選択される
ことを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択ステップは、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む複数の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータのうちから前記新規の物理ランダムアクセスチャネル構
成パラメータを選択するステップを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の方法
。
【請求項６】
　初期の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを選択するステップをさらに有す
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのセルにおいてアップリンクチャネルとダウンリンクチャネルとを使用
してユーザ装置と通信してサービスを提供する複数の無線基地局を備えた通信ネットワー
クシステムにおいて物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを自動的に調整する通
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信ネットワークノードであって、
　前記物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータは、物理ランダムアクセスチャネル
と物理アップリンク共有チャネルとの間でのアップリンクリソースブロックの配分を定義
するために使用されるパラメータであり、
　前記通信ネットワークノードは、処理ユニットを備え、
　前記処理ユニットは、
　ランダムアクセスチャネルと前記物理アップリンク共有チャネルとについて負荷の統計
値を収集する収集ステップと、
　前記統計値を使用して、単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を決定
する決定ステップであって、
　　　前記ランダムアクセスチャネルの負荷の推定値と、前記物理アップリンク共有チャ
ネルの負荷の推定値との間の比γを定義するステップと、
　　　目標閾値γtargetからオフセット値Δを減算して得られた差よりも前記比γが下回
っていれば、前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を減少させるス
テップと、
　　　前記目標閾値γtargetに前記オフセット値Δを加算して得られた和よりも前記比γ
が上回っていれば、前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を増加さ
せるステップと、
　　　前記目標閾値γtargetから前記オフセット値Δを減算して得られた差よりも前記比
γが下回っておらず、かつ、前記目標閾値γtargetに前記オフセット値Δを加算して得ら
れた和よりも前記比γが上回っていなければ、前記単位時間当たりに必要となるランダム
アクセス機会の数を、現時点での単位時間当たりのランダムアクセス機会の数となるよう
に設定するステップと
を含む、前記決定ステップと、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む新規の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータを選択する選択ステップと、
　現在の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを前記新規の物理ランダムアクセ
スチャネル構成パラメータに置換する置換ステップと
を繰り返し実行することを特徴とする通信ネットワークノード。
【請求項８】
　前記処理ユニットは、前記負荷の統計値を収集する推定器を備え、
　前記推定器は、
　第１の所定期間中における前記ランダムアクセスチャネルの使用量を推定するステップ
と、
　前記ランダムアクセスチャネルの使用量の推定値を、前記第１の所定期間中におけるラ
ンダムアクセス機会の数で除算することで、前記ランダムアクセスチャネルの負荷を推定
するステップと、
　第２の所定期間中における前記物理アップリンク共有チャネルの使用量を推定するステ
ップと、
　前記物理アップリンク共有チャネルの使用量の推定値を、前記第２の所定期間中におい
て前記物理アップリンク共有チャネル用として利用可能なリソースブロックの数で除算す
ることで、前記物理アップリンク共有チャネルの負荷を推定するステップと
を実行することを特徴とする請求項７に記載の通信ネットワークノード。
【請求項９】
　前記処理ユニットは、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む新規の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータを選択する際に、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会が時間軸上で隣接セルのランダ
ムアクセス機会と重複しないように、前記物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータ
を選択することを特徴とする請求項７または８に記載の通信ネットワークノード。
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【請求項１０】
　前記処理ユニットは、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む新規の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータを選択する際に、
　前記新規の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータに対応したサブフレームにお
ける干渉レベルを推定し、
　前記物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータとして、前記干渉レベルが最小とな
る物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを選択する
ことを特徴とする請求項７または８に記載の通信ネットワークノード。
【請求項１１】
　前記処理ユニットは、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む新規の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータを選択する際に、
　前記単位時間当たりに必要となるランダムアクセス機会の数を含む複数の物理ランダム
アクセスチャネル構成パラメータのうちから前記新規の物理ランダムアクセスチャネル構
成パラメータを選択することを特徴とする請求項７または８に記載の通信ネットワークノ
ード。
【請求項１２】
　前記処理ユニットは、さらに、初期の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを
選択することを特徴とする請求項７に記載の通信ネットワークノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信ネットワークシステムにおける方法および通信ネットワークノードに関
し、特に、ランダムアクセスチャネル・コンフィギュレーション（構成）・パラメータを
自動調整可能な通信ネットワークノードおよびその自動調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　より広い帯域幅を要求するテキストメッセージング（ＳＭＳ）、マルチメディアメッセ
ージング（ＭＭＳ）、モバイルビデオおよびＩＰＴＶなどの無線データサービスの需要が
急速に伸びている。第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、進化型ＧＳ
Ｍコアネットワークを基にした第３世代移動システムを開発している。無線アクセス技術
のＵＴＲＡ（ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）について
、非常に効率的な無線ソリューションを提供するＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ）の作業を通じて、新しい直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ベースの技
術を見出した。このＯＦＤＭＡベースのエアインタフェースは、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）と呼ばれることが多い。
【０００３】
　初期アクセス中、ユーザ装置（ＵＥ）は、登録しサービスを開始するために、ネットワ
ークへのアクセスを求める。ランダムアクセス（ＲＡ）が、ＵＥからネットワークへのア
クセスを可能にするアップリンク制御手順である。ネットワークは初期アクセスの試行を
スケジュールできないので、ＲＡ手順は、本質的にコンテンションベースである。衝突が
起こることがあり、適切なコンテンション解決スキームが実施される必要がある。コンテ
ンションベースのアップリンクにユーザデータを含めることは、ガード期間および再送信
の必要性のために、スペクトル的に効率的でない。それ故、ユーザデータの送信と、アッ
プリンク同期確立目的のランダムアクセスバースト（プリアンブル）の送信を分離するこ
とが決定されている。
【０００４】
　ＲＡ手順は、２つの主目的を果たす。
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・ＲＡ手順は、他のＵＥによる送信への干渉を最小限に抑えるために、ＵＥに、ｅＮｏｄ
ｅＢが期待するアップリンク（ＵＬ）タイミングにそのアップリンク（ＵＬ）タイミング
を合わせさせる。Ｅ－ＵＴＲＡＮにおいてデータ送信を開始する前には、ＵＬタイムアラ
インメントが必要である。
・ＲＡ手順は、ＵＥにその存在をネットワークに通知する手段を提供し、ｅＮｏｄｅＢが
ＵＥからシステムへの初期アクセスを認めるのを可能にする。
【０００５】
　いわゆる物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ＵＭＴＳのアップリンク共
通物理チャネルである、すなわち、セル内のすべてのユーザ装置間で共用される。セル内
の各ユーザ装置は、ＰＲＡＣＨを利用して、発呼要求などのシグナリング情報、必要なら
、ショートメッセージ、英数字のテキストなどのような少量のユーザデータをＥ－ＵＴＲ
ＡＮに送信する。
【０００６】
　ＰＲＡＣＨ構成（以下の表を参照のこと）は、各セルにおいて設定される必要があるパ
ラメータである。
表１　ＬＴＥにおけるＰＲＡＣＨ構成：各構成に対する２０ｍｓ当たりのＲＡＣＨ機会数
を示す
【０００７】
【表１】

【０００８】
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　表１のＰＲＣＨ構成Ｎｏ．６が表している例が図２に示されており、それには、ＬＴＥ
アップリンクにおけるＰＲＡＣＨ、物理アップリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）、およ
び物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の時間と周波数の構成が示されている。
この例では、各フレームに１ｍｓ長のＲＡ実行可能機会が２つ存在し、これは、２０ｍｓ
当たり４つのＲＡ機会を意味する。３ＧＰＰによれば、ランダムアクセス機会の帯域幅は
１．０８ＭＨｚであり、６つのリソースブロック（ＲＢ）に相当する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　物理ＲＡＣＨ構成が有するＲＡＣＨ機会が少な過ぎる場合、ＵＥは、ＲＡＣＨで頻繁に
衝突するであろう。ＲＡＣＨ衝突は、２つ以上のＵＥが同じＲＡＣＨプリアンブルを使用
して同時にＲＡＣＨで送信するときに発生する。この場合、ｅＮＢは送信された２つの信
号を分離することができず、多くても１つのＵＥだけがＲＡＣＨ送信の試行に成功できる
。またＲＡＣＨ衝突に加えて、セル内のＲＡＣＨの負荷が大きくなり過ぎることがあり、
電力が限られているＵＥが、克服し難いＲＡＣＨの干渉レベルに遭遇する原因になる。異
なるルートシーケンスから導出されたＲＡＣＨプリアンブルは非直交なので、ＲＡＣＨプ
リアンブルを送信する各ＵＥは、別のルートシーケンスから導出された別のＲＡＣＨプリ
アンブルを選択した他のＵＥに干渉を引き起こすであろう。従って、セル内のＲＡＣＨ機
会が少な過ぎるとＲＡＣＨ衝突の問題を引き起こし、またＲＡＣＨの干渉レベルが大きく
なることもある。
【００１０】
　ＲＡＣＨ構成が有するＲＡＣＨ機会が多過ぎる場合、上述の問題が解決されるのは明ら
かであろう。しかし、ＲＡＣＨは、ＰＵＳＣＨと同じ物理アップリンクリソースを使用す
る。それ故、ＲＡＣＨで使用される時間－周波数リソースのそれぞれが、ＰＵＳＣＨで使
用しうる時間－周波数リソースの量を減少させる。明らかに、ここＲＡＣＨキャパシティ
（容量）とＰＵＳＣＨ容量との間にはトレードオフがある。
【００１１】
　従来、ＲＡＣＨ構成パラメータを設定するために、人力によるセル計画手順が使用され
ている。開示の発明の一目的は、ＲＡＣＨ負荷とユーザプレーン負荷との間のトレードオ
フを考慮に入れて、ＲＡＣＨ関連パラメータの自動調整を可能にすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　従って、本発明の一目的は、各無線基地局が少なくとも１つのセルにサービスを提供し
、その基地局を用いてユーザ装置がアップリンクチャネルおよびダウンリンクチャネルで
通信する無線基地局を備える通信ネットワークシステムにおいて、物理ランダムアクセス
チャネル構成パラメータを自動調整するように改良した方法および通信ネットワークノー
ドを提供することである。物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータは、物理ランダ
ムアクセスチャネルと物理アップリンク共用チャネルとの、アップリンクリソースブロッ
クの分配を定めるために使用される。
【００１３】
　本発明の第１の態様によれば、この目的は、特許請求項１の特徴部分に規定される方法
によって達成される。請求項１は、物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを自動
調整する方法を明記しており、この方法は、ランダムアクセスチャネルおよび前述の物理
アップリンク共用チャネルについての負荷統計を収集する工程と、この収集した統計を使
用して単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を決定する工程と、この必
要な単位時間当たりランダムアクセスチャネル機会数を有する新しい物理ランダムアクセ
スチャネル構成パラメータを選択する工程と、この選択した新しい物理ランダムアクセス
チャネル構成パラメータで旧い現在の物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを置
換する工程とを繰り返し実行する。
【００１４】
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　本発明の第２の態様によれば、この目的は、特許請求項９の特徴部分に規定される装置
によって達成される。請求項９は、物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを自動
調整する通信ネットワークノードを明記しており、この通信ネットワークノードは、ラン
ダムアクセスチャネルおよび前述の物理アップリンク共用チャネルについての負荷統計を
収集する工程と、この収集した統計を使用して単位時間当たり必要なランダムアクセスチ
ャネル機会数を決定する工程と、この必要な単位時間当たりランダムアクセスチャネル機
会数を有する新しい物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを選択する工程と、こ
の新しい物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータで前述の元の物理ランダムアクセ
スチャネル構成パラメータを置換する工程とを繰り返し実行するように構成された処理部
を備える。
【００１５】
　さらなる実施形態は、従属請求項に記載されている。
【００１６】
　物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを自動調整する方法および通信ネットワ
ークノードの規定の結果、ＲＡＣＨ容量とＰＵＳＣＨ容量とのトレードオフが可能になる
。
【００１７】
　本発明のさらに別の目的および特徴は、以下の詳細説明を添付の図面とともに考慮する
ことで明らかになるであろう。しかし、図面が説明のためだけに策定され、本発明の範囲
の定義として策定されていないことは理解されるべきである。本発明の範囲の定義につい
ては、添付の特許請求の範囲を参照すべきである。図面は、必ずしも一定の率で縮小拡大
して描かれておらず、別に指示がない限り、本明細書に記載の構造および手順を概念的に
示すことを意図しているに過ぎないこともさらに理解されるべきである。
【００１８】
　図面では、同様な参照文字は、いくつかの図面にわたって類似の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明による通信ネットワークアーキテクチャを示す図である。
【図２】表１のＰＲＡＣＨ構成Ｎｏ．６の時間－周波数構成を示す図である。
【図３】本発明の一般的実施形態を示すフロー図である。
【図４ａ】一実施形態による必要なＲＡＣＨ機会数を決定するために使用される本発明の
アルゴリズムを示す図である。
【図４ｂ】別の実施形態による必要なＲＡＣＨ機会数を決定するために使用される本発明
のアルゴリズムを示す図である。
【図５】図４ａに一致する必要なＲＡＣＨ機会数を決定するために使用されるプロセスを
示すフロー図である。
【図６】本発明のユーザ装置および無線基地局の簡易ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１にＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムなどの通信システ
ムが示されており、ＬＴＥシステムではｅＮｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）と呼ばれる少なくとも
１つの無線基地局（ＲＢＳ）１５ａ、１５ｂ、１５ｃを備える。ｅＮＢは、Ｓ１インタフ
ェース１７などのインタフェースを通じて、少なくとも１つのサーバゲートウェイおよび
少なくとも１つのモビリティ管理エンティティノード（Ｓ－ＧＷ／ＭＭＥ）１０ａおよび
１０ｂに接続されている。Ｓ－ＧＷ／ＭＭＥノードは、例として移動性のための制御シグ
ナリングを扱い、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）もしくはサービス総合デジタル網（ＩＳＤ
Ｎ）および／またはインターネットのようなコネクションレス型外部ネットワークなどの
外部ネットワーク（図１に示されていない）に接続されている。
【００２１】
　ＲＡＮは、複数のユーザ装置（ＵＥ）１８（図１に１つだけ示されている）に通信およ
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び制御を提供し、各ｅＮＢ１５ａ－１５ｃは、ＵＥ１８が転入および移動する少なくとも
１つのセル１９にサービスを提供している。ｅＮＢ１５ａ－１５ｃは、Ｘ２などの通信イ
ンタフェース１６を通じて互いに通信している。ＵＥはそれぞれ、ダウンリンク（ＤＬ）
チャネル１２およびアップリンク（ＵＬ）チャネル１３を使用して、無線インタフェース
またはエアインタフェースを通じて少なくとも１つのｅＮＢと通信する。
【００２２】
　本発明の好ましい実施形態に従って、本明細書の通信システムは、ＬＴＥシステムとし
て記載する。しかし、本発明の方法および装置が、ランダムアクセスリソースおよびデー
タチャネルリソースを時間／周波数の類似のやり方で共用する他の通信システムでもまた
非常に上手く働くことを当業者なら理解する。ユーザ装置は、移動電話機（「セルラ」電
話機および移動終端付きラップトップなどの移動機でもよく、従って、例えばポータブル
、ポケット、ハンドヘルド、コンピュータ内蔵または車載の、ＲＡＮと音声および／また
はデータを通信する移動デバイスでもよい。
【００２３】
　本発明の一実施形態では、ＲＡＣＨ負荷およびＵＬユーザプレーン負荷に基づきＲＡＣ
Ｈ構成を自動選択する。ＲＡＣＨ負荷（ＬＲＡＣＨ）およびユーザプレーン負荷（ＬＰＵ

ＳＣＨ）を推定することによって、各セルにおいてどのくらい多くのＲＡＣＨリソースを
使用する必要があるかを決定することが可能である。
【００２４】
　従って、表１に従ってＲＡＣＨ構成を選択する問題は、２つの部分に分けられる。まず
、セルにおいて単位時間（例えば２０ｍｓ）当たりいくつのＲＡＣＨ機会（ＮＲＡＣＨ－

ｒｅｑｕｉｒｅｄ）を有する必要があるかが決定される。この決定は、ＲＡＣＨ負荷およ
びユーザプレーン負荷に基づく。次いで、単位時間当たり必要なＲＡＣＨ機会数を有する
ＲＡＣＨ構成が１つを超えてある場合、有効な候補の中からどの構成を使用すべきかが、
異なるあり得る基準に従って選択される。これについては、以下でさらに説明する。
【００２５】
　ＲＡＣＨの再構成が必要な場合、ＲＡＣＨを再構成するために要する（すなわち、ブロ
ードキャストチャネルでＲＡＣＨ構成パラメータを変更し、すべてのＵＥが新しいＲＡＣ
Ｈ構成を復号するまで待つ）期間、ｅＮＢは、新旧両方の構成に従ったＲＡＣＨ送信を受
け付ける。
【００２６】
　従って、本発明の一般的実施形態によれば、各無線基地局が少なくとも１つのセルにサ
ービスを提供し、その基地局を用いてユーザ装置がアップリンクチャネルおよびダウンリ
ンクチャネルで通信している無線基地局を備える通信ネットワークシステムにおいて、ラ
ンダムアクセスチャネル構成パラメータを自動調整する手順は、図３に示されるように、
以下の通りである。
・ＬＲＡＣＨおよびＬＰＵＳＣＨを推定することによってランダムアクセスチャネルおよ
び物理アップリンク共用チャネルについての負荷統計を収集する工程（ステップ３１）。
これについては、以下でさらにより詳細に説明する。
・この収集した統計を使用して単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を
決定する工程（ステップ３２）。以下でより詳細に説明する。
・この単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を有する新しいランダムア
クセス構成パラメータを選択する工程（ステップ３３）。
・この選択した新しいランダムアクセスチャネル構成パラメータで前述の旧い現在のラン
ダムアクセスチャネル構成パラメータを置換する工程（ステップ３４）。
ＬＲＡＣＨおよびＬＰＵＳＣＨの推定
　ＰＵＣＣＨに使用されていないアップリンクリソースブロックが、ＲＡＣＨまたはＰＵ
ＳＣＨの送信に使用されてもよい。ＮＰＲＢが、所与の時間間隔（例えば２０ｍｓ）にお
けるＰＵＣＣＨ、ＲＡＣＨおよびＰＵＳＣＨで利用可能なアップリンク物理リソースブロ
ック（ＰＲＢ）の合計数を示す場合、以下のように表される。
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【００２７】
　ＮＰＲＢ＝６×ｎＲＡＣＨ×ＮＲＡＣＨ＋ＮＰＵＳＣＨ＋ＮＰＵＣＣＨ

上式で、ｎＲＡＣＨはＲＡＣＨ機会当たりのスロット数であり、ＮＲＡＣＨは所与の時間
間隔におけるＲＡＣＨ機会数であり、ＮＰＵＳＣＨは所与の時間間隔にＰＵＳＣＨが利用
可能なリソースブロック数であり、ＮＰＵＣＣＨは所与の時間間隔にＰＵＣＣＨ送信に割
り当てられるリソースブロック数である。ＲＡＣＨ機会当たりスロット数（ｎＲＡＣＨ）
は、２、４または６で各ＲＡＣＨ機会の１、２または３のサブフレーム期間にそれぞれ対
応してもよい。ＮＰＵＣＣＨの各所与の値に対する残りの利用可能なリソースブロックが
、ＲＡＣＨとＰＵＳＣＨとで分配される。
【００２８】
　ＲＡＣＨ使用（ＵＲＡＣＨ）推定値は、所与の時間間隔に（例えば、２０ｍｓ当たり）
セル内で送信されるＲＡＣＨプリアンブル予想数を捕捉すべきである。この大きさは、ｅ
ＮＢが推定できよう、またｅＮＢへのＵＥのＲＡＣＨ試行回数報告に基づくこともできよ
う。ＲＡＣＨで使用する必要がある物理リソース量を示すために使用されるＵＲＡＣＨの
値は、通常は予想平均値ではなく、むしろ予想ｘ％値であるべきであり、ここでｘは例え
ば９５または９９である。
【００２９】
　ＵＲＡＣＨのどの推定も、十分な量のローパスフィルタリングまたは平均化を行い、瞬
間的な変化に適合するのを避け、長期間の傾向に適合することが重要である。
【００３０】
　ＲＡＣＨ使用推定値を同じ時間間隔内のＲＡＣＨ機会数（ＮＲＡＣＨ）で割ることによ
って、正規化ＲＡＣＨ推定負荷が取得され、以下のように表される。
【００３１】
　ＬＲＡＣＨ＝ＵＲＡＣＨ／ＮＲＡＣＨ

　このように、セルのＲＡＣＨ構成が変更される場合も、単位時間当たりＲＡＣＨ試行回
数は、引き続きほぼ一定であるはずであるが、新しいＲＡＣＨ構成が旧い現在の構成とは
異なる単位時間当たりＲＡＣＨ機会数（ＮＲＡＣＨ）を有する場合、正規化ＲＡＣＨ負荷
は変更できよう。
【００３２】
　しかし、これはおおよそ当てはまるだけである。旧い現在のＲＡＣＨ構成が不十分で、
多数のＲＡＣＨ再送信を引き起こす多数のＲＡＣＨ衝突があったのに対して、新しいＲＡ
ＣＨ構成でこれらの再送信が消滅する場合、ＲＡＣＨの使用も影響を受ける。この影響は
補償できようが、本明細書での提示を簡潔にするために、ＮＲＡＣＨ値をできるだけ小さ
なステップで増加または減少するように、あるＲＡＣＨ構成から新しいＲＡＣＨ構成に変
更するとき、ＲＡＣＨの使用はほぼ一定に留まると想定する。
【００３３】
　同様に、ユーザプレーン使用ＵＰＵＳＣＨは所与の時間間隔（好ましくはＵＲＡＣＨに
対するのと同じ）にスケジュールされたリソースブロック予想数を捕捉すべきである。正
規化ユーザプレーン負荷ＬＰＵＳＣＨは、ＵＰＵＳＣＨを同じ時間間隔にＰＵＳＣＨが利
用可能なリソースブロック数（ＮＰＵＳＣＨ）で割ることによって取得される。すなわち
、
　ＬＰＵＳＣＨ＝ＵＰＵＳＣＨ／ＮＰＵＳＣＨ

　従って、ＲＡＣＨ構成が前の構成より多くのＲＡＣＨ機会を有する新しい構成に変更さ
れる場合、ＰＵＳＣＨが利用可能なリソースブロック数はそれに対応して減少する。アッ
プリンク帯域幅が狭いシステムに関しては、これは、ＬＰＵＳＣＨの顕著な増加を通常も
たらす。
【００３４】
　多くの場合に、ＰＵＳＣＨで使用されるリソースは、重要さの異なるトラヒックを運ぶ
。通常は保証ビットレート（ＧＢＲ）トラヒックの量は、ベストエフォート（ＢＥ）トラ
ヒックの量より重要であり、特にＲＡＣＨとＰＵＳＣＨのリソース使用のトレードオフと
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の関係では重要である。それ故、ＬＰＵＳＣＨを例えば以下のように定義することは、よ
り有利なことがある。
【００３５】
　ＬＰＵＳＣＨ＝αＬＰＵＳＣＨ－ＧＢＲ＋βＬＰＵＳＣＨ－ＢＥ＝α（ＵＰＵＳＣＨ－

ＧＢＲ／ＮＰＵＳＣＨ）＋β（ＵＰＵＳＣＨ－ＢＥ／ＮＰＵＳＣＨ）
上式で、αとβは、定数パラメータ値である（典型的な値はα＝１およびβ＝０．１であ
ることができよう）。
必要なＲＡＣＨ機会数の決定
ＮＲＡＣＨ－ｌｏｗｅｒ、ＮＲＡＣＨ－ｃｕｒｒｅｎｔおよびＮＲＡＣＨ－ｈｉｇｈｅｒ

が、それぞれ単位時間当たり次に少ないＲＡＣＨ機会数、現在の単位時間当たりＲＡＣＨ
機会数、および単位時間当たり次に大きいＲＡＣＨ機会数を示すとする。ＲＡＣＨ機会最
小可能数を有する構成を既に使用している場合、ＮＲＡＣＨ－ｌｏｗｅｒ＝ＮＲＡＣＨ－

ｃｕｒｒｅｎｔである。同様に、ＲＡＣＨ機会最大可能数を有する構成を既に使用してい
る場合、ＮＲＡＣＨ－ｈｉｇｈｅｒ＝ＮＲＡＣＨ－ｃｕｒｒｅｎｔである。
【００３６】
　ここで留意すべきは、ＲＡＣＨ機会最小数は、例えば最小遅延要件などによって、限定
されてもよいことである。同様に留意すべきは、ＲＡＣＨ機会最大数は、例えばＲＡＣＨ
またはＰＵＳＣＨが利用可能な全リソースブロックの少なくともｘ％をＰＵＳＣＨで使用
するものとするとの要求などによって、限定されてもよいことである。
【００３７】
　ＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕｉｒｅｄの値がＮＲＡＣＨ－ｃｕｒｒｅｎｔと等しくない場合、
ＲＡＣＨ構成は変更されるべきである。ＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕｉｒｅｄを選択するために
使用されるアルゴリズムについては、以下でさらに説明し、図４ａおよび４ｂに概念を示
す。γ＝ＬＲＡＣＨ／ＬＰＵＳＣＨがどの領域に存在するかに応じて、必要なＲＡＣＨ機
会数はそれぞれ増加、減少、または一定に維持されるであろう。
【００３８】
　図４ａでは、ターゲット関数の傾きに影響を与えるヒステリシス・オフセット値Δが使
用されている。そしてＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕｉｒｅｄを選択する代替基準を示す図４ｂで
は、ターゲット関数の垂直偏移に影響を与えるヒステリシス・オフセット値Δが使用され
ている。決定基準について他の類似の変更も行われてもよいことは、当業者には明らかで
ある。
【００３９】
　比率γ＝ＬＲＡＣＨ／ＬＰＵＳＣＨを定義する。γｔａｒｇｅｔをターゲット閾値とし
、Δ≧０をオフセット値とする。単位時間当たり必要なＲＡＣＨ機会数（ＮＲＡＣＨ－ｒ

ｅｑｕｉｒｅｄ）を減少、一定に維持または増加するかを決定するＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕ

ｉｒｅｄ決定手順が、図４ａに対応する図５に示されている。従って、ＮＲＡＣＨ－ｒｅ

ｑｕｉｒｅｄは、以下のように決定される。
・（γ＜γｔａｒｇｅｔ－Δ）の場合、単位時間当たりＲＡＣＨ機会数を減少する（すな
わち、ＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕｉｒｅｄ＝ＮＲＡＣＨ－ｌｏｗｅｒに設定する）。
・その他で、（γ＞γｔａｒｇｅｔ＋Δ）の場合、単位時間当たりＲＡＣＨ機会数を増加
する（すなわち、ＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕｉｒｅｄ＝ＮＲＡＣＨ－ｈｉｇｈｅｒに設定する
）。
・その他の場合、ＮＲＡＣＨ－ｒｅｑｕｉｒｅｄ＝ＮＲＡＣＨ－ｃｕｒｒｅｎｔに設定す
る。
【００４０】
　アルゴリズムが機能するためには、初期構成を選択する必要がある。図３に示されるア
ルゴリズムは繰り返されるので、やがては良い構成に収束するであろう。問題を避けるた
めに、初期ＲＡＣＨ構成の選択は、かなりロバストにすることができよう。すなわち、初
期ＲＡＣＨ構成は、例えば単位時間当たり最大のＲＡＣＨ機会数を有する構成にできよう
（すなわち、構成１４である。表１参照）。この場合アルゴリズムは、ＲＡＣＨ機会数が
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収束するまでその数を減少するであろう。あるいは、単位時間当たり２番目に大きなＲＡ
ＣＨ機会数を有する構成（すなわち、構成１２または１３。表１参照）を最初に選択でき
よう。この場合、万一初期構成が不十分になった場合は、アルゴリズムは、ＮＲＡＣＨを
一度増加する必要があるだけである。
ＲＡＣＨ構成の選択
　単位時間当たり必要なＲＡＣＨ機会数を有するＲＡＣＨ構成が１つを超えてある場合、
有効な候補の中からどの構成を使用すべきかが、以下の基準の１つに従って選択される。
・同じサイトに属する異なるセルに、ＲＡＣＨ機会が時間的に重なり合わないＲＡＣＨ構
成を割り当てる。この基準には次の２つの利点がある。第１に、サイトのＲＡＣＨ検出ハ
ードウェアを再使用してもよい（例えば、全セルの中で必要なＮＲＡＣＨが６に等しい３
つのセルサイトは、構成９、１０および１１を使用してもよい。表１参照）。第２に、Ｒ
ＡＣＨ機会が時間的に重なり合わないので、３つのセルは同じＲＡＣＨプリアンブルシー
ケンスを使用してもよい。ＲＡＣＨ機会が時間的に重なり合わないセルにおけるＲＡＣＨ
プリアンブルの再使用は、衝突しないＲＡＣＨシーケンスをシステム内の全セルに割り当
てる問題を緩和する。
・あるいは、各セルは、異なるＲＡＣＨ構成に対応するサブフレームにおける干渉レベル
を推定してもよい。例えば、セル内で２０ｍｓ当たり４つのＲＡＣＨ機会数が必要である
場合、表１の構成６、７および８が有効である。サブフレーム１と６、２と７、３と８に
おける受信平均干渉レベルをそれぞれ比較することによって、その特定のセルに対して干
渉レベルが最低であることが期待されるＲＡＣＨ構成を選択してもよい。
・また別の代替は、単位時間当たり必要なＲＡＣＨ機会数を有する構成の中からランダム
に構成を選択することである。
【００４１】
　図６は、ユーザ装置１８、ｅＮｏｄｅＢなどの無線基地局（ＲＢＳ）１５、および運用
支援システム（ＯＳＳ）６５を示すブロック図である。図示の通信ネットワークノード（
ｅＮＢおよびＯＳＳなど）は、無線基地局１５を備える通信ネットワークシステムにおい
て物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを自動調整するために使用され、ここで
、各無線基地局１５は、少なくとも１つのセルにサービスを提供し、その基地局を用いて
ユーザ装置１８がアップリンクチャネル１３およびダウンリンクチャネル１２で通信して
いる。物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータは、ＰＲＡＣＨとＰＵＳＣＨとのア
ップリンクリソースブロックの分配を定めるために使用される。
【００４２】
　ＲＢＳ１５は、無線送信部６２および受信部６１を備える。送信部６２は、ダウンリン
クチャネル１２の無線インタフェースを通じてユーザ装置１８の受信部６７にデータを送
信している。受信部６１は、アップリンクチャネル１３でユーザ装置１８からデータを受
信している。ＲＢＳ１５は、以下の工程を実行するように構成された処理部６３をさらに
備える。
・ランダムアクセスチャネルおよび物理アップリンク共用チャネルについての負荷統計を
収集する工程と、
・この収集した統計を使用して単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を
決定する工程と、
・この単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を有する新しい物理ランダ
ムアクセス構成パラメータを選択する工程と、
・この新しい物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータで前述の元の物理ランダムア
クセスチャネル構成パラメータを置換する工程。
【００４３】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、処理部は、負荷統計を収集するために、以下の
工程を実行するように構成された推定部６４を備える。
・第１の所定の時間間隔における前述のランダムアクセスチャネルの使用を推定する工程
と、
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・この第１の所定の時間間隔におけるこのランダムアクセスチャネル使用推定値をランダ
ムアクセス機会数で割ることでこのランダムアクセスチャネルの負荷を推定する工程と、
・第２の所定の時間間隔における前述の物理アップリンク共用チャネルの使用を推定する
工程と、
・この第２の所定の時間間隔におけるこの物理アップリンク共用チャネル使用推定値をこ
の物理アップリンク共用チャネルが利用可能なリソースブロック数で割ることで前述の物
理アップリンク共用チャネルの負荷を推定する工程。
【００４４】
　いくつかの実施形態によれば、処理部６３は、前述の単位時間当たり必要なランダムア
クセスチャネル機会数を決定するとき、以下の工程を実行する。
・前述のランダムアクセスチャネル負荷推定値と前述の物理アップリンク共用チャネル負
荷推定値との比γを決定する工程と、
・この決定した比がターゲット閾値γｔａｒｇｅｔからオフセット値Δを引いた値より小
さい場合、単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を減少する工程と、そ
の他の場合で、
・この比がこのターゲット閾値γｔａｒｇｅｔにこのオフセット値Δを足した値より大き
い場合、この単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を増加する工程と、
その他の場合、
・この単位時間当たり必要なランダムアクセスチャネル機会数を現在の単位時間当たりラ
ンダムアクセスチャネル機会数に設定する工程。
【００４５】
　いくつかの実施形態によれば、処理部６３は、新しい物理ランダムアクセス構成パラメ
ータを選択するとき、前述の単位時間当たりランダムアクセスチャネル機会数が隣接セル
と時間的に重なり合わない物理ランダムアクセスチャネル構成パラメータを選択するよう
にさらに構成される。
【００４６】
　いくつかの実施形態によれば、処理部６３は、新しい物理ランダムアクセス構成パラメ
ータを選択するとき、この新しい物理ランダムアクセス構成パラメータに対応するサブフ
レームの干渉レベルを推定するようにさらに構成され、これによって、干渉レベルが最低
になる物理ランダムアクセス構成パラメータを選択する。
【００４７】
　いくつかの実施形態によれば、処理部６３は、新しい物理ランダムアクセス構成パラメ
ータを選択するとき、前述の必要なランダムアクセスチャネル機会数を有するパラメータ
の中からランダムに構成パラメータを選択するようにさらに構成される。
【００４８】
　いくつかの実施形態によれば、処理部６３は、初期物理ランダムアクセス構成パラメー
タを選択するようにさらに構成される。
【００４９】
　いくつかの実施形態によれば、選択される初期物理ランダムアクセス構成パラメータは
、単位時間当たり最大のランダムアクセスチャネル機会数を有するパラメータである。
【００５０】
　ユーザ装置１８は、アップリンクチャネル１３の無線インタフェースを通じてＲＢＳ１
５の受信部６１にデータパケットを送信するように構成された無線送信部６６と、ダウン
リンクチャネル１２でＲＢＳ１５の送信部６２から送信されたデータパケットを受信する
ように構成された受信部６７とを備える。
【００５１】
　ＯＳＳ６５は、インタフェース１７を介してＲＢＳ１５と通信し、上述のように必要に
応じて処理部６３を備える。本発明は、本明細書に記載のようにｅＮＢまたはＯＳＳで実
施されてもよいが、他の通信ネットワークノードでも同様に実施されてもよい。
【００５２】
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　上述の手順の少なくともいくつかは、送信部と受信部との間のチャネルの時間依存性に
対応して必要に応じて繰り返し実行されることが理解されるであろう。理解を容易にする
ために、本発明の多くの態様について、例えばプログラム可能コンピュータシステムの要
素などによって実行される動作のシーケンスに関して記述している。種々の動作が専用回
路（例えば、特定の機能を実行するように相互接続された個々のロジックゲートまたは特
定用途向け集積回路）によって、１つ以上のプロセッサで実行されるプログラム命令によ
って、または両方の組み合わせで実行できることは認識されるであろう。
【００５３】
　さらに、本発明はまた、コンピュータベースのシステム、プロセッサを含むシステム、
または媒体から命令をフェッチしその命令を実行しうる他のシステムなどの、命令実行の
システム、装置またはデバイスで使用するか、またはそれらとともに使用する適切な命令
セットをその中に格納している任意の形態のコンピュータで読み取り可能な記憶媒体内に
すっかり具現されると考えてもよい。本明細書で使用する限り、「コンピュータで読み取
り可能な媒体」は、命令実行のシステム、装置またはデバイスで使用するか、またはそれ
らとともに使用するプログラムを有する、格納する、通信する、伝播する、または運搬す
ることができるあらゆる手段でもよい。コンピュータで読み取り可能な媒体は、例えば電
子、磁気、光、電磁気、赤外線または半導体のシステム、装置、デバイスまたは伝播媒体
でもよいがそれらに限定されない。コンピュータで読み取り可能な媒体のより具体的な例
（網羅的なリストではない）には、１つ以上の線を有する電気接続、ポータブルコンピュ
ータディスケット、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）
、消去可能プログラマブルリードオンリメモリ（ＥＰＲＯＭもしくはフラッシュメモリ）
、光ファイバ、およびＣＤ－ＲＯＭ（ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ　Ｒ
ｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）を含む。
【００５４】
　このように、本発明の基本的な新奇な特徴をその好ましい実施形態に適用して図示およ
び記述および指摘したが、例証したデバイスの形態および詳細についてならびにそのデバ
イスの動作について、種々の省略および置換および変更を、本発明の精神から逸脱するこ
となしに当業者が行いうることが理解されるであろう。例えば、同じ結果を実現するため
に実質的に同じ機能を実質的に同じやり方で実行する要素および／または方法ステップの
すべての組み合わせは、本発明の範囲内にあることを明確に意図している。また、本発明
のいずれかの開示の形態または実施形態に関連して図示および／または記述された構造お
よび／または要素および／または方法ステップは、一般的な設計上の選択の問題として任
意の他の開示または記述または提案された形態または実施形態に組み込まれてもよいこと
が認識されるはずである。それ故、本明細書に添付の請求項の範囲によって示されるよう
にだけ限定されることを意図している。
【００５５】
　本発明を記述および請求するために使用された「有する(including)」「備える(compri
sing)」「組み込む(incorporating)」「から成る(consisting of)」「有する(have)」「
である(is)」などの表現は、非排他的、すなわち明示的に記述されていない項目、コンポ
ーネントまたは要素も存在することを許容すると解釈されることを意図している。単数形
での言及は、複数形についても述べており、その逆も当てはまると解釈される。
【００５６】
　添付の請求項の括弧内に含まれる数字は、請求項の理解を補助することを意図しており
、これらの請求項が請求する主題を限定するとは決して解釈されるべきでない。
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